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めざす生活の個別提案とそ
れを可能にするサービス･機

器の選定支援

サービス･機器利用を
通じた個別セーフティ
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安心生活個別適合統合ﾃﾞｻﾞｲﾝ支援のシクミつくり
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●現代社会における中心課題：
人、特に高齢者は，自身の生活に関して，総合的視点からの

配慮と対応を求めているが①，現状の専門家、例えば，医者やケ
アワーカは，縦切りの配慮，対応しかとれなく②、全体を見通した
信頼のおけるセーフティネットとして機能する統合サービスが受け
られないので困っている③．

高齢社会の中心課題(バラバラサービス)
→安心できる個別適合生活機能統合サービス

課題①：高齢者自身、課題は把握していても、対応策（自分にふさわ
しい個別適合生活）が把握できてない。→ありうる生活の例示機能
課題②：バラバラサービス（サービスは存在するが、さまざまな業者
や場所に分散して存在している）。→ワンストップサービス提案機能
課題③： 個別サービスは受けられるが、だれも責任をもって対応し
てくれない→最初はネットできっかけがつくられ、最終的には顔がみ
えるセーフティネットとして機能するシクミ。→セーフティネット化

⇒ｾｰﾌﾃｨﾈｯﾄとして機能する個別適合生活機能統合ｻｰﾋﾞｽ
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高齢者とサービス･機器業者マッチング

のための体験イベント（多摩信金）
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かぞく市に参加して佐藤が持った印象
高齢者がもつ（であろう）印象 ★サービスや機器に関して★
●誰も、すべてのブースをみることができない（広すぎる）
⇒“仮想かぞく市”が必要 ････ 検索エンジン がいる

一部でも体験する場 がいる
●全体像がつかめない
･人の困りごとについて、解決の全体像が見通せない

←全部はみれない、何が正解かわからない
･個別のサービス･機器は見れるが、これらはバラバラ応急処置提示

→別の可能性があるのでは？、最適なのか？と感じてしまう
⇒“めざす生活とそれに必要なサービスや機器提示システム”が必要

★サービスや機器の利用に関して★
●サービスや機器の有効性に確信がもてない････試用期間がいる
●業者が信用できるかどうか、わからない････信用確認のシクミがいる
⇒“サービスや機器利用を通じためざす生活の実現システム”が必要
中小企業に対しての特記事項
○サービス業者は、統合サービス提供を目指している
（目指さざるを得ない状況にある）←顧客が求める



かぞく市から考えた
高齢者支援システムの望ましい形
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高齢者の頭の中と求められている支援１
～変化→困りごと→解決したい→解決策の決定～

（ユーザ共創プロセス）

≪失われたもの：困りごと≫
健康：病気→医療
活動：麻痺→リハビリ

低下→福祉
買い物→買い物支援
料理→配食サービス

社会参加：
就労→就労支援
お金→金融
社会参加→文化活動支援

≪変化≫
身体機能変化

（病気,けが）
仕事を失う

（退職、失職）
子供（独立、出産）

生活改善事例
（問題克服事例）
の提示支援

自分にあった
新しい生活
の決定支援

自分にあった
サービス･機器
の選定支援

→

高齢者の頭の中

高齢者支援



かぞく市から考えた
高齢者支援システムの望ましい形２
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高齢者の頭の中２
解決策の効果的試行→評価→改善のループ

（ユーザ共創プロセス）
≪サービス･機器の評価≫
効果評価
効果あるか？もっといいもの？

信用評価：
信用できるか？別の業者か？

≪サービス･機器利用≫
試用と改善利用

信用度合に応じた対応変化

サービス･機器の利用･
改善支援システム

めざす生活の観点からの
効果評価と信用評価支援

自分にあったサービス･機器の再選定支援システム

高齢者支援

≪改善≫
もっといいサービス･機器
もっといい業者



かぞく市から学んだこと
～高齢者統合サービスを目指す業者、多数存～

高齢者の困りごと（根源ニーヅ：災害、病老死） と
それを解決しようとしている業者

お金 → 金融業
手続き → 司法書士団体
お葬式 → 葬儀会社
医療 → 病院
ケアルーム → ケアホーム業者
食事 ↘

配食＋配達（看まもり）業者
買い物 ↗
住 → リフォーム連合団体
就労 → 就労支援ＮＰＯ



総合サービス事業
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≪困りごと：お金≫金融
お金を中心とした統合サービスをめざしている
年金の計算支援
相続問題の相談
資産運用の相談



総合サービス事業
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≪困りごと：手続き≫司法書士団体
認知症になった時の後見人手続き、
相続手続き
など、ワンストップの手続きコンビニをめざしている



総合サービス事業
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≪こまりごと：お葬式≫
お葬式、宗教儀式
預金の扱い、相続相談、
最後の在宅移動、
緊急搬送
健康介護機器



総合サービス事業
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≪困りごと 医療＋福祉≫
医療＋福祉の統合サービス データベース



総合サービス事業
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≪困りごと：買い物、食事≫
超高齢社会をみすえたリアル店舗の在り方を考えている
配食＋みまもり業(H&Hとの統合）



総合サービス事業
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≪困りごと：住宅≫リフォーム団体連合会
ユニバーサル化
防災が最近注目 耐震＋制振がよい



総合サービス事業
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≪困り事：就労、社会参加≫
アクティブシニア、スマートシニア、エンディング
にわたる高齢者就労支援



“高齢者安心生活統合デザイン支援システム”

高齢者 統合サービス業者

変化
仕事を失う（退職、失職）
身体機能変化

（病気,けが）
子供（独立、出産）

→生活改善事例
克服事例

サービス業者

機器業者

サービスDB

機器DB

めざす生活とサービス･機器提案支援システム

高齢者を安心支援する”マルチディシプリナリチーム（MDT）”

金融
保険
手続き
葬式
医療
ケアルーム
配食
就労

サービス･機器利用セーフティネット構築支援システム



かぞく市から学ぶ

もの

顔が見える個別適合
統合サービスリンケージの実現

もの個人

もの家族

もの もの
サービス

業者医者

セーフティリンケージ

もの

信頼チーム

もの

気心が知れた人

知っている人･業者

未知の人･商社

MDT

“高齢者安心生活統合デザイン支援システム”

もの
機器

業者
もの金融

個人領域

機器

業者

機器

業者

機器

業者

サービス

業者
サービス

業者医者

医者

医者

サービス

業者

金融

金融
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高齢者個別統合サービスの実現へ向けて

めざす生活の個別提案とそ
れを可能にするサービス･機
器の選定支援システム

サービス･機器利用を
通じた個別セーフティ
ネット構築支援システム

安心生活個別適合
統合ﾃﾞｻﾞｲﾝ支援ｼｽﾃﾑ

マスプロ
製品

個別適合製品
個別適合ｻｰﾋﾞｽ

高度成長時代
（今の新興国）

高齢成熟社会
（今の日本）
安全安心生活
～災病老死～
根源ニーヅ
ビジネス

（不幸対応ビジネス）

便利･快適生活
便利快適ニーヅ
ビジネス

（幸福ビジネス）

幸福な家庭はすべてよく似よったものであるが、
不幸な家庭はみなそれぞれに不幸である。

『アンナ・カレーニナ』 レフ･トルストイ


